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【警告】 
. 本品の使用前に
と。 

. 本品は、医師お
と。 

. *本品の使用前に
行うこと。 

＜使用方法＞ 
. *酸素センサは
欠陥または汚
従うこと。 

. *酸素センサは
した場合は交

形状・構造及び原

 形状・構造等 

本品は、以下で構成

酸素センサ（CO
酸素センサ用セ
酸素センサ用Ｔア
酸素センサ用ケー
ネクタと適合する

酸素センサ（COM
式のガルバニックセ
されている。これ
極間に電圧を発生

本品の酸素センサ

（1013hPa、25℃
・測定精度 ： ±
・応答時間（90
・測定精度の安定
・寿命 ： 106 時
・化学的干渉 < 
  CO2 ： 10 
  N2O ： 80 
  ハロタン ：
  イソフルラ
  エンフルラ
  セボフルラ
  デスフルラ
・湿度による影響

【使用目的、効能

本品は、呼吸不全状

調節呼吸、補助呼吸

人用人工呼吸器で、

マスク、フェースマ

日改訂（第 2版
日作成（第 1版

(02) 

に、この添付文書お

および医師の指示

に、インストール

は低酸性電解物
汚染されたセンサ

は洗浄液や消毒液
換すること。 

原理等】 

 
成されている。 
OMEPA MI COM
ンサアダプタ（φ
アダプタ(標準 22
ーブル（灰色）（最
るよう2種のモデ

MEPA MI COM 1
センサである。2
らの電極と接した
させる。 

（COMEPA MI C
℃の標準状態）。 
±3% 
％応答） ： < 1
定性 ： ±1%（過
時間 %O2 (=通常
0.5% ：  
vol % 
vol % 
 7.5 vol % 
ン ： 7.5 vol % 
ン ： 7.5 vol % 
ン ： 9 vol % 
ン ： 20 vol % 
響 ： 1%RHあた

能又は効果】 
状態を呈する患者

吸もしくは補助・

、気管挿管、気管

マスク等の非侵襲

版） 
版） 

および取扱説明書

示を受けた医療従事

ル、キャリブレー

と鉛部材を含む
サを廃棄する際

液に入れず、滅

M 102-1セル） 
φ15 mm） 
2 M –22 F –φ15
最大200 mm）（
デルがある：以下

102-1セル）は、
2 つの電極、電解
た酸素が電気化学

COM 102-1セル）

3秒 
過去8時間） 
常の使用状態で約

たり-0.03% 

者に、病棟、患者

調節呼吸を行うた

管切開等による侵襲

襲的換気法の両者

機械
JMDN コード

レジ
F

取扱説

書のすべてを熟読す

事者のみが使用す

ションおよびテス

む密閉型装置であ
は国内の関連法

滅菌しないこと。

5 mm)  
（機器によって異な
下参照） 

温度補正された分
解液と酸素透過膜で
学的な反応を起こし

）の性能は以下の

14～18ヶ月) 

者搬送、および住宅

ための小児用およ

襲的気道確保およ

者において使用され

械器具(6) 呼吸
ド：70561000 汎

高度管理医療機

ジェンド
iO2測定キッ

説明書を必ず参照
1/2 

するこ

するこ

ストを
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汚染
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分圧方
で構成
し、電

の通り

宅で、

よび成

よび鼻
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補助器 
汎用人工呼吸器

機器  

エア 
ット 

照すること  

操作方法又は使用

*取り付け 

酸素センサを梱包

酸素センサをデ

Tアダプタの15
酸素センサ用T
む。Ｔアダプタ

コードの接続口

デルによって異

患者用回路をＴ

意：新しいセンサを

ベンチレータ

と。 
*FiO2センサのキャ

しい測定セルを使

ンサを換気モード

される。対応するア

ャリブレーション

カーソルをFiO
に合わせ、アラ

センサが取り付

maxi）は以前記

キーを押し

FiO2 下限値が確

を示すメッセー

センサを呼吸回

リブレーション

または

キーを押す

アラーム音が鳴

FiO2上限を調節

定値外でキャリブ

ラームが作動する

リブレーションは

する場合は、再調

れるが、測定精度

ャリブレーション

O2測定は気圧変動

も実施すること。

*FiO2センサのテス

素供給モニタを使

正しく作動するこ

機器に酸素を導入

も15秒間離した

とを確認する。

LOW”メッセージ

場合を除く）。

キーを押して

21%以下に設定

上限を設定する。

ューブに接続す

医療機

用方法等】 

梱包から取り出す。

ディフレクタにねじ

5mm内径に押し

アダプタをベンチ

は、患者呼吸回路

をセンサおよびベ

異なる）、接続しロ

アダプタに接続す

を初めて使用する

と使用する前に、

ャリブレーション

使用する場合は、毎

ドに接続すると直

アラームの調節中

ンは以下の手順で行

O2下限（FiO2 min
ームパラメータメ

付けられると、FiO2

記憶された値が自動

し調整する。 
確認された後、キ

ージが表示される。

回路の外側の酸素富

ンを行う。 
キーを押してYE

す。 
鳴動し、キャリブレ

節する。 

ブレーションを行う

。アラームが止ま

はキャンセルされる

調整すること。再調

度に影響を及ぼす。

ンは定期的に（可

動に影響を受ける

 
スト 

使用し人工呼吸する

とを確認する。 
導入せず、または、

た後に、換気を開

これを数周期繰り

ジが作動する（Fi
 

てアラームを停止

定されている場合を

。または、外気と

する。FiO2測定が確

機器承認番号 2

 

じ込む。 

し込む。 

チレータの22mm
路以下でなければ

ベンチレータにね

ックする。 
する。 
る場合は、キャリ

約 20 分間外気で

ン 

毎回キャリブレー

ぐにキャリブレー

中にもキャリブレー

行う。 

ni）とFiO2上限

メニューを表示さ

2下限（FiO2 mini
動的に呼び戻され

キャリブレーション

 
富化な場所で15～

ESを表示させ、

レーションが完了

うと、”CALIBR
まると、FiO2値を

る。新たにセンサ

調整しない場合は

 
可能であれば毎週

るので、標高が±

る前に、FiO2測定

FiO2センサを呼

開始する。FiO2測定

り返すと、ビープ

iO2下限が21%以

止し、センサを交換

を除く）。 
と混ぜないように

確実に100％に戻

21700BZY005400

m内径に直接押し

ばならない。 
ねじ込むかはさみ

ブレーションおよ

でバランスを取る

ーションを行うこ

ーションの指示が

ーションは促され

限（FiO2 maxi）の

させる。 

i）とFiO2上限（F
れる。 

ンが可能であるこ

～30秒換気し、キ

最後に、確認のた

了する。必要に応じ

 
RATION FAILUR
を設定するために

をキャリブレーシ

は、 初期設定は維

週）実施するこ

±150m 変化した

定が正確であり、ア

呼吸回路から少なく

定が21%になった

プ音と“FIO2 TOO
以下に設定されてい

換する（FiO2下限

にしながらセンサを

戻っているか確認す

000 

し込

（モ

よび

るこ

と。

が表

れる。 

の行

FiO2 

こと

キャ

ため

じて

RE”
にキ

ショ
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こと。 ビープ

上限が100%に

) キーを押し

機器に再接続

) FiO2センサの

アラームが直ち

) ケーブルを再接

る。既にケーブ

る。 

【貯蔵・保管方法及

 *有効期間・使用

開封後、通常の使用

【保守・点検に係

酸素センサ 
14～18か月ごと

交換すること。 
 

【包装】  
セット／袋 

 
【製造販売業者及

製造販売元： 

〒158-8615 東京都

お問い合わせ先： 
レスピラトリー事業

EL (03)5717-144

外国製造業者名： 
AIROX 
（エアロックス） 
フランス 

販売業者名：  

 
アイ・エム・アイ株
〒343-0824 埼玉

EL：048-988-44

(02) 

プ音と“FIO2 TOO
に設定されている

してアラームを停

しベンチレータの

の接続ケーブルを機

ちに作動する。 
接続し、再設定す

ブルが再接続され

及び使用期間等】

用の期限 

用において14-18

係る事項】 

とまたはキャリブ

及び製造業者の氏

都世田谷区用賀4

業部 
40   FAX (03)57

 

株式会社 
玉県越谷市流通団地
411（代） 

O HIGH”メッセー

る場合を除く）。 
停止し、酸素流量を

の接続口にセンサ

機器から外す。ビ

する。 キーを押

れている場合は、

 

8か月を目安とし

ブレーション不良時

氏名又は名称及び住

4-10-2 

717-1444 
 

地3-3-12 

取扱説

ージが作動する

を再設定する。ま

サを再設定する。

ビープ音と“NO F

押しアラームを解

キャリブレーショ

して交換すること。

時あるいは汚れた

住所等】 
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（FiO2

または

FiO2”

解除す

ョンす

。 

た場合、

照すること  

 


